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平
成
16
年
４
月
１
日
œ
オ
U

プ

ン
予
定
の
「
三
鷹
市
立
牟
礼
保
育

園
」
の
運
営
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
事
業
者
の
選
定
は
プ
ロ
ポ
U

ザ
ル
方
式
（
企
画
提
案
方
式
）
に

よ
り
行
い
ま
す
。

◆
プ
ロ
ポ
U

ザ
ル
参
加
資
格

東

京
都
内
で
保
育
園
を
運
営
し
て
い

る
法
人
。
説
明
会
へ
の
出
席
が
必

要
で
す
。

◆
委
託
業
務

fl
認
可
保
育
園
運

営
業
務
（
０
〜
５
歳
児
・
定
員
88

人
）
、
‡
一
時
保
育
運
営
業
務

（
０
〜
５
歳
児
・
定
員
未
定
）

※
こ
の
ほ
か
自
主
事
業
部
分
あ

り
。

◆
説
明
会

９
月
12
日
–
午
後
２

時
〜
４
時
、
三
鷹
市
役
所
で
。

▼
９
月
８
日
Ã
〜
11
日
œ
に
子
育

て
支
援
室
ò
内
線
２
６
６
４
・
２

６
７
２
へ
申
し
込
む
。

募
集
要
項
は
説
明
会
当
日
配
布

し
ま
す
。
（
事
前
に
入
手
し
た
い

場
合
は
、
説
明
会
出
席
申
し
込
み

期
間
内
に
子
育
て
支
援
室
（
市
役

所
４
階
J
番
窓
口
）
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で

の
配
布
は
し
ま
せ
ん
。）

▽
第
11
回
＝
９
月
11
日
œ
午
後
７

時
〜
９
時
、
市
役
所
３
階
会
議
室

（
庁
舎
南
側
の
「
夜
間
・
休
日
受

付
」
横
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
）

で
。

▼
９
月
10
日
Œ
ま
で
に
、
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
お

持
ち
の
方
は
フ
ァ
ク
ス
番
号
・
メ

U

ル
ア
ド
レ
ス
も
）
を
記
入
し

「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所

企
画
経
営
室
行
政
評
価
担
当
」
・

¿
48
―
１
４
１
９
・
Ｅ
メ
U

ル

kikaku@
city.m

itaka.tokyo.
jp

へ
申
し
込
む
。
電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

∞
同
担
当
ò
内
線
２
１
５
０
・

２
１
５
１

動
物
愛
護
週
間
は
、
命
あ
る

動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
育
に

つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
「
動
物
の
愛
護
お
よ

び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
い
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
今
年
は
、
こ
の
法
律
が
制

定
さ
れ
て
30
年
目
に
あ
た
り
ま

す
。こ

の
機
会
に
、
飼
っ
て
い
る

動
物
、
身
近
に
い
る
動
物
た
ち

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

◆
動
物
の
正
し
い
飼
い
方

飼
い
主
が
正
し
い
飼
い
方
を

知
ら
な
い
と
、
動
物
の
健
康
を

害
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
に
迷

惑
や
危
害
を
及
ぼ
す
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
飼
い
主
は
そ
の
習

性
や
生
理
を
よ
く
理
解
し
、
愛

情
を
も
っ
て
終
生
飼
養
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。

◆
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

犬
や
猫
が
ふ
ん
尿
を
し
た
場

合
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
ま
た
、
犬
や
猫
が
む

や
み
に
外
で
ふ
ん
尿
を
し
な
い

よ
う
に
し
つ
け
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
犬
や
猫
が
好
き
な
方
も

い
れ
ば
、
苦
手
な
方
も
い
ま
す

の
で
、
飼
い
主
は
マ
ナ
U

を
守

っ
て
、
き
ち
ん
と
し
つ
け
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
不
妊
・
去
勢
手
術

「
手
術
は
か
わ
い
そ
う
」
と

迷
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
が
、

手
術
は
一
度
で
済
み
、
し
か
も

確
実
で
す
。
も
ら
い
手
の
つ
か

な
い
不
幸
な
命
を
生
み
出
さ
な

い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
不
妊
・
去
勢
手
術

を
す
る
と
性
質
が
お
と
な
し
く

な
り
、
扱
い
や
す
く
な
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
猫
を
屋
外
で
飼
育
す

る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
不

妊
・
去
勢
手
術
な
ど
の
繁
殖
制

限
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

◆
犬
に
は
し
つ
け
を

犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
き
ち

ん
と
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

し
つ
け
は
、
人
間
と
犬
が
同
じ

社
会
の
中
で
う
ま
く
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
飼
い
主
の

制
止
に
従
う
」
「
む
だ
吠
え
を

し
な
い
」、「
人
や
ほ
か
の
動
物

を
攻
撃
し
な
い
」
な
ど
は
、
最

低
限
覚
え
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。
「
ス
ワ
レ
」
や
「
マ
テ
」

な
ど
を
根
気
よ
く
教
え
、
で
き

た
ら
ほ
め
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

◆
猫
の
飼
育
は
屋
内
で

現
在
の
交
通
事
情
や
住
宅
事

情
、
お
よ
び
近
隣
へ
の
迷
惑
防

止
を
考
え
る
と
、
都
会
で
猫
を

飼
う
場
合
に
は
、
屋
内
で
飼
育

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え

ま
す
。
猫
は
上
下
運
動
が
で
き

る
環
境
が
あ
れ
ば
、
家
の
中
で

事
故
も
な
く
安
心
し
て
飼
え
ま

す
。
家
具
の
上
な
ど
に
も
上
れ

る
工
夫
や
専
用
の
ト
イ
レ
、
つ

め
と
ぎ
な
ど
を
用
意
し
、
不
妊

去
勢
手
術
を
実
施
す
る
こ
と
が

屋
内
飼
育
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ

で
す
。

◆
身
元
の
表
示

迷
子
に
な
り
飼
い
主
の
も
と

に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
動
物

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い

主
の
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
、
迷
子
に
な
っ
た
動
物
の
発

見
を
容
易
に
す
る
た
め
に
も
、

犬
は
鑑
札
を
着
け
、
猫
や
そ
の

他
の
動
物
に
は
名
札
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
大
規
模
災
害
発
生
の

際
に
も
役
立
ち
ま
す
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５

２
４

◆
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

動
物
愛
護
週
間
中
央
行
事
実

行
委
員
会
主
催
。

▽
９
月
20
日
—
・
21
日
À
午
前

11
時
〜
午
後
４
時
上
野
恩
賜
公

園
で
。
し
つ
け
教
室
、
セ
レ
モ

ニ
U

、
動
物
愛
護
子
ど
も
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
ほ
か
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
同
会
事
務
局
ò
03
―
３
４

０
９
―
１
８
２
１

動
物
は
責
任
と
愛
情
を
も
っ
て

終
生
飼
い
ま
し
ょ
う

９
月
20
日
〜
26
日
は
動
物
愛
護
週
間

平成16年4月オープン

市立牟礼保育園の

運営事業者を募集

ま
ち
づ
く
り
研
究
所

第
２
分
科
会
（
自
治

基
本
条
例
検
討
チ
ー

ム
）
の
傍
聴
受
付

東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
・
東

京
司
法
書
士
会
の
両
武
蔵
野
支
部

で
は
、
土
地
、
建
物
の
調
査
・
測

量
・
境
界
な
ど
の
問
題
（
表
示
登

記
）
や
、
土
地
、
建
物
の
売
買
・

相
続
・
贈
与
・
権
利
の
設
定
・
抹

消
な
ど
の
問
題
（
権
利
登
記
）
、

会
社
の
設
立
・
増
資
・
合
併
・
登

記
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
毎
月
１

回
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

▽
９
月
10
日
Œ
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
、
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ビ

ル
10
階
ス
カ
イ
ル
U

ム
１
（
武
蔵

境
駅
北
口
）
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
武

蔵
野
支
部
ò
33
―
０
７
５
５
・
東

京
司
法
書
士
会
武
蔵
野
支
部
ò
22

―
０
７
４
３

物
納
そ
の
ほ
か
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
、
納
期
限
７
日
前
ま
で

に
所
定
の
書
面
に
よ
り
申
請
す
る

と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。減

免
の
対
象
は
、
fl
相
続
税
の

た
め
物
納
さ
れ
た
固
定
資
産
、
‡

震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
固
定
資
産
、
·

国
や
市
な
ど
が
無
償
で
借
り
受
け

ま
た
は
譲
渡
を
受
け
た
固
定
資
産

な
ど
。
な
お
、
い
ず
れ
も
事
由
が

生
じ
た
後
に
納
期
限
が
く
る
も
の

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
減
免
事
由

が
消
滅
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

∞
資
産
税
課
ò
内
線
２
３
６
３

最
近
、
法
人
の
事
務
所
や
個
人

宅
に
電
話
を
し
て
、
都
税
事
務
所

の
職
員
を
か
た
り
、
法
人
の
フ
ァ

ク
ス
番
号
や
み
な
さ
ん
の
個
人
情

報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
悪
質
な

事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

都
税
事
務
所
で
は
こ
の
よ
う
な

お
問
い
合
わ
せ
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た

場
合
に
は
回
答
し
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
同
事
務

所
職
員
が
納
税
者
の
方
に
お
問
い

合
わ
せ
を
す
る
の
は
、
提
出
さ
れ

た
申
告
書
類
の
内
容
に
つ
い
て
ご

本
人
に
確
認
す
る
と
き
や
、
納
期

限
を
過
ぎ
た
税
金
の
納
税
の
お
願

い
や
ご
相
談
を
す
る
と
き
な
ど
で

す
。∞

立
川
都
税
事
務
所
ò
042
―
523

―
３
１
７
１
内
線
５
１
１
４

東
京
法
務
局
杉
並
出
張
所
は
、

庁
舎
新
営
の
た
め
仮
庁
舎
へ
移
転

し
ま
す
。

◆
仮
庁
舎

杉
並
区
今
川
２
―
14

―
10
（
西
武
新
宿
線
上
井
草
駅
徒

歩
15
分
、
荻
窪
駅
北
口
か
ら
石
神

井
公
園
駅
行
き
バ
ス「
農
芸
高
校
」

下
車
。
現
庁
舎
か
ら
徒
歩
５
分
）

◆
仮
庁
舎
業
務
開
始
日

９
月
22

日
Ã（
平
成
16
年
末
ま
で
の
予
定
）

∞
同
杉
並
出
張
所
ò
03
―
３
３

９
５
―
０
２
５
５（
従
前
ど
お
り
）

不
動
産
登
記
無
料
相
談

固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
減
免

東
京
法
務
局
杉
並
出
張
所

庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ

村
山
・
山
口
貯
水
池
周
辺
の
豊

か
な
自
然
と
ふ
れ
あ
い
ま
せ
ん

か
。
対
象
は
、
都
営
水
道
を
使
用

し
て
い
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

▽
10
月
５
日
À
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
。
コ
U

ス
＝
西
武
遊
園
地
駅

前
（
西
武
多
摩
湖
線
）
集
合→

村

山
下
貯
水
池→

村
山
上
貯
水
池
引

入
口→

山
口
貯
水
池→

管
理
事
務

所（
貯
水
池
説
明
・
水
質
実
験
等
）

→

ユ
ネ
ス
コ
村
大
恐
竜
探
検
館

（
入
園
）。
昼
食
持
参
。

▼
９
月
22
日
Ã
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
参
加
者
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し
「
〒
163
―
８
０
０
１

新
宿
区
西
新
宿
２
―
８
―
１
東
京

都
水
道
局
浄
水
部
管
理
課
企
画
担

当
」
へ
申
し
込
む
。
定
員
150
人
。

∞
同
担
当
ò
03
―
５
３
２
０
―

６
４
３
７
・
三
鷹
市
業
務
課
ò
内

線
３
４
１
３

村
山
・
山
口
貯
水
池

ク
リ
U

ン

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
U

遊
び
、
学
べ
in

「
奥
多
摩

水
と
緑
の

ふ
れ
あ
い
館
」

◆
小
学
生
を
対
象
と
す
る
館
内
見

学
会

▽
９
月
13
日
—
・
14
日
À
午
前
10

時
、
午
後
２
時
の
２
回
、
同
館
で
。

▼
当
日
、
受
付
で
申
し
込
み
。
各

回
先
着
25
人
。

◆
ヘ
ブ
ン
ア
U

テ
ィ
ス
ト「
ｉ
ｔ
」

パ
ン
ト
マ
イ
ム
公
演

▽
９
月
13
日
—
・
14
日
À
午
前
11

時
、
午
後
１
時
、
２
時
30
分
の
３

回
、
同
館
１
階
ふ
れ
あ
い
広
場

で
。

◆
郷
土
芸
能
イ
ベ
ン
ト
　
小
河
内

地
区
の
鹿
島
踊
り
や
獅
子
舞
な
ど

の
上
演
。

▽
９
月
15
日
è
午
前
11
時
、
同
館

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
同
館
（
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
奥
多
摩

駅
か
ら
バ
ス
20
分
「
奥
多
摩
湖
」

バ
ス
停
下
車
）
ò
０
４
２
８
―
86

―
２
７
３
１
・
三
鷹
市
業
務
課
ò

内
線
３
４
１
３

都
税
事
務
所
職
員
を
装
っ
た

悪
質
な
電
話
に
ご
注
意
を

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
（
三

鷹
市
立
ア
ニ
メ
U

シ
ョ
ン
美
術

館
）
で
は
、
多
く
の
市
民
の
み
な

さ
ん
に
美
術
館
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
三
鷹
市
民
特
別
枠
を

設
け
て
い
ま
す
。

９
月
１
日
か
ら
10
・
11
・
12
月

分
の
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
９
月

分
も
引
き
続
き
販
売
中
で
す
。

◆
市
民
特
別
枠
対
象
者

◇
三
鷹
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
し
て
い
る
方（
住
民
票
、

免
許
証
、
保
険
証
、
外
国
人
登
録

証
明
書
な
ど
で
証
明
で
き
る
方
）

◇
三
鷹
市
内
に
在
勤
・

在
学
の
方
（
社
員
証
、

在
勤
証
明
書
、
学
生
証

な
ど
で
証
明
で
き
る
方
）

◆
９
月
１
日
か
ら
の
販

売
分

平
成
15
年
10
・

11
・
12
月
分
。
休
館
日

と
特
別
イ
ベ
ン
ト
日
を

除
く
毎
日
、
午
前
10
時

入
場
と
午
後
２
時
入
場

の
枠
を
各
50
枚
、
合
計

100
枚
（
先
着
順
）。
ま
た
、

９
月
分
も
引
き
続
き
販

売
中
で
す
（
９
月
分
の

空
き
状
況
は
別
表
の
と

お
り
）。

◆
料
金

大
人
１
千
円
、

中
高
生
700
円
、
小
学
生

400
円
、
幼
児
（
４
歳
以

上
）
100
円

◆
購
入
枚
数

１
人
１
回
６
枚
ま

で
。

◆
販
売
場
所

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

（
下
連
雀
３
―
38
―
４
）
１
階

「
Ｍ
Ｙ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」

◆
販
売
時
間

午
前
10
時
か
ら
午

後
６
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も

販
売
）

∞
X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
ò
40
―

９
６
６
９

三鷹の森ジブリ美術館

市民特別枠

12月分まで販売中

三鷹の森ジブリ美術館「三鷹市民特別枠」９～10月の空き状況
(９月４日現在)○残あり △残15枚以下 ×売切

日 月 火 水 木 金 土

10時× 14時× 10時○ 14時○ 10時○ 14時○ 10時○ 14時○ 10時○ 14時○
8 9

10/1 2 3 4

休館日

10時○ 14時○ 10時○ 14時○ 10時○ 14時○ 10時× 14時×
15 16 17 18 19 20

10時× 14時× 10時○ 14時○ 10時× 14時× 10時○ 14時○ 10時○ 14時○ 10時○ 14時○ 10時× 14時×

10時○ 14時○ 10時○ 14時○

10時△ 14時△ 10時○ 14時○ 10時○ 14時○ 10時○ 14時○ 10時○ 14時○ 10時△ 14時△

22 23 24 25 26 27

10時× 14時× 10時○ 14時○
29

9/7

14
休館日

休館日 休館日

休館日

販売なし 販売なし休館日

休館日
21

28 30

8 9 10 1165 7

10 11 12 13

八
月
の
山
の
匂
ひ
の
滾た

ぎ

り
を
り大

和
谷
慈
子

八
月
の
波
海
の
子
を
押
し
か
え
す

寺
田
　
絢
子

八
月
や
末
広
が
り
の
人
生
を

大
野
　
　
三

八
月
や
白
き
流
木
水
を
乞
う

根
岸
　
　
操
　

八
月
や
風
吹
き
ぬ
け
る
幼
稚
園寺

田
　
登
代

八
月
や
　
笥
の
底
の
千
人
針

大
竹
ハ
ル
子

八
月
の
空
映
し
た
る
潦

に
わ
た
ず
み

岡
田
　
幸さ

ち

子

八
月
や
グ
リ
U

ン
サ
ラ
ダ
の
酢
を
利
か
せ
　

寺
岡
美
由

八
月
や
鎮
魂
の
鐘
鳴
り
響
く

板
橋
ク
ラ
子

花
槐

え
ん
じ
ゅこ

ぼ
れ
て
歩
道
ピ
カ
ソ
の
絵

南
　
　
み
ち

海
霧
や
影
絵
の
ご
と
き
難
破
船小

泉
　
秀
夫

油
照
り
ひ
と
声
残
し
夕
鴉

拝
司
　
園
子

月
見
草
海
峡
　
か
拉
致
の
浜

根
岸
　
敏
三

サ
イ
ダ
U

の
泡
と
一
緒
に
夏
を
飲
む

土
井
　
雅
子

夏
北
斗
睡
り
の
神
に
逃
げ
ら
れ
て

久
ヶ
谷
幸ゆ

き

子

少
年
ら
男
の
匂
ひ
百
日
紅

佐
野
み
さ
を

蝉
の
声
と
き
を
惜
し
め
と
時
雨
け
り

二
見
　
コ
ト

竹
林
を
夏
日
つ
つ
抜
け
墓
光
る浅

沼
仁
美

き

み

子

電
柱
の
影
に
身
を
入
る
炎
暑
か
な

牧
　
　
文
子

わ
ら
ん
べ
の
竿
燈
腰
の
艶
め
き
て

大
久
保
英
一

天
に
捺お

す
せ
つ
な
の
刻
印
遠
花
火

高
見
　
　
勝

捩ね
じ

花
の
ね
ぢ
れ
も
よ
け
れ
老
の
意
地

赤
木
　
き
よ

夏
帽
子
ず
れ
て
背
な
の
子
む
づ
か
り
し

小
木
曽
貞
子

９
月
句
会
の
お
知
ら
せ

９
月
14
日
À
午

後
１
時
か
ら
三
鷹
駅
前
地
区
公
会
堂
で
。

兼
題
「
敬
老
日
」「
当
季
雑
詠
」。
出
句
四

句
。
資
料
代
１
千
円
。
く
わ
し
く
は

大
和
谷

や
ま
と
だ
に

宅
ò
46
―
９
８
２
０
へ
。

三
鷹
俳
句
会
８
月
の
秀
句

七七
七七

飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

（
選
者
）
井
上
弘
　
飯
田
六
斗


